
平成29年における行方不明者の状況について



○ 29年中に所在が確認等された行方不明者は８万1,946人で、うち認知症に係る行方不明者は１万5,761人。
○ 認知症に係る行方不明者は、受理当日に72.7％が所在確認されるなど、行方不明者全体と比較して早期に所在
確認されている。

全体のポイント

〇 行方不明者の届出受理数は、過去10年間では横ばいで推移し、29年は８万4,850人で前年と同数。
認知症に係る行方不明者の届出受理数は、統計をとり始めた24年以降、年々増加し、29年は1万5,863人と、前年

に比べ431人増加。
〇 男女別では、男性が５万4,574人（64.3％）、女性が３万276人（35.7％）と、男性の割合が高く、男性、女性共に過去
10年間で横ばい。
〇 年齢層別では、人口10万人当たりで10歳代が最も多いが、過去５年間では減少傾向。70歳以上は増加傾向。
○ 原因・動機別では、人口10万人当たりで疾病関係が最も多く、24年以降年々増加しており、認知症に係るものの
増加が要因。年齢層別でも、60歳以上は疾病の中でも認知症の割合が増加。

行方不明者の受理状況

行方不明者の所在確認等の状況



行方不明者数の推移
図表
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・ 過去10年間では、横ばいで推移。
・ 認知症の行方不明者は、年々増加。

注１ 行方不明者数は、警察に行方不明届が出された者の数で、延べ人数。
２ 認知症は、行方不明者届受理時に届出人から、認知症又はその疑いにより行方不明になった旨の申出のあった者。



行方不明者数の推移（年齢層別） ※人口10万人当たり
図表
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9歳以下 943 8.9 969 9.2 900 8.7 1,132 11.0 1,198 11.8

10歳代 19,858 167.7 17,763 151.6 17,071 146.2 17,118 148.2 16,412 143.6

20歳代 14,952 114.3 15,814 122.8 16,005 126.8 16,038 127.9 17,052 136.2

30歳代 11,179 67.0 10,814 67.0 10,827 68.5 10,495 68.2 10,615 70.8

40歳代 9,248 51.2 8,993 48.9 8,980 48.3 8,769 46.2 8,502 45.0

50歳代 6,493 42.0 5,991 38.8 5,856 37.5 5,649 36.6 5,507 35.0

60歳代 6,115 33.3 5,648 31.2 5,715 31.2 5,942 32.2 5,663 31.9

70歳代 8,237 59.3 8,075 56.9 8,558 60.5 9,589 68.8 9,425 65.0

80歳以上 6,923 74.4 7,126 73.8 8,123 81.5 10,118 97.5 10,476 97.5



行方不明者数の原因・動機別推移 ※人口10万人当たり
図表
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29年中の行方不明者数の原因・動機別割合（年齢層別）図表
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・ 年齢層に応じて原因・動機別の割合が変化。
・ 60歳以上は疾病の中でも認知症の割合が増加。
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行方不明者の所在確認等の状況
図表

5

所在確認・・・警察又は届出人等において所在が確認された者

死亡確認・・・警察において死亡が確認された者

その他 ・・・届出が取り下げられた者等

※ 構成比は小数第2位以下四捨五入

29年中の所在確認等
の総数

所在確認 死亡確認 その他

構成比 構成比 構成比

行方不明者全体 81,946 71,371 87.1% 3,837 4.7% 6,738 8.2%

うち認知症 15,761 15,166 96.2％ 470 3.0％ 125 0.8％
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29年中に所在確認された行方不明者の所在確認までの期間図表
6

※ 構成比は小数第2位以下四捨五入

所在確認
の総数

受理当日 2日～7日 8日～14日 15日～1ヶ月 1ヶ月～3ヶ月 3ヶ月～6ヶ月 6ヶ月～1年 1年～2年 2年以上

構成比 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比

行方不明者全体 71,371 31,829 44.6% 24,394 34.2% 2,770 3.9% 2,572 3.6% 2,811 3.9% 1,529 2.1% 1,499 2.1% 1,279 1.8% 2,688 3.8%

うち認知症 15,166 11,027 72.7% 4,034 26.6% 49 0.3% 19 0.1% 22 0.1% 4 0.0% 5 0.0% 3 0.0% 3 0.0%
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・ 認知症行方不明者は受理当日に約７割が所在確認されるなど、行方不明者全体と比較して早期に所在確認。

※ 死亡確認、その他は含まない。
（累積比率）


